
 

（第２号様式）   
令和６年３月 28 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀大津高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が自ら課題
を発見し、解決す
る力や思考力・判
断力・表現力等を
育み探究する力の
育成を目指した授
業改善を行う。 

 
②時代や社会の変
化に柔軟に対応で
きる資質・能力の
育成のための教育
課程の編成に取組
む。 

①知識や技能を活
用した対話的な学
びを共通の授業研
究テーマと定め、
すべての教科で組
織的な授業改善に
取り組む。 
 
②77期生、78期生
の新教育課程実施
を踏まえ、学校全
体で情報共有の機
会を設ける 

①授業見学会や協
議会、作問研究会
を実施し、職員全
体で授業改善への
意識を高めるとと
もに、授業記録の
アーカイブ化に取
り組む。 

 
②６月の選択科目
説明会の前に、教
科会や学年会を通
して、新教育課程
への理解を深める 

①授業記録をアー
カイブ化できた
か。生徒による授
業評価アンケート
の結果が改善され
たか。 
 
 
②教科会や学年会
での情報共有によ
り得た課題等を、
新教育課程編成に
いかすことができ
たか。 

①授業観察シートをフ
ァイルにまとめ、作問
研究会や授業研究協議
会の開催を通して授業
についての情報共有を
充実させた。 
 
 
②教育課程上の課題解
決のために、次年度か
ら３年生でコース制を
導入することを決め
た。 

①職員全体で授業改
善の意識を高めるた
めに、授業改善のテ
ーマ設定をさらに工
夫する必要がある。 
 
 
 
②コース制導入の効
果を検証し、再来年
度以降の教育課程に
どのように位置づけ
ていくかを検討す
る。 

①１年間の授業研究
において、指導と評
価の計画を共有し、
作問研究会を実施す
る等工夫が見 られ
た。 
 
 
②学校教育目標を達
成するための教育課
程として、工夫され
ており期待できる。 

①授業研究協議会や作問
研究会を開催し、授業改
善に生かした結果、「生
徒による授業アンケー
ト」の「主体的に取り組
む態度」に関する項目で 5
ポイント以上有意な変容
があった科目が５科目で
あった。 
 
②次年度から３年生でコ
ース制を導入し、きめ細
かな指導を行う。 

①②有識者等に授業
研修協議会における
指導・助言をもらう
機会を設ける。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒主体の学校
行事や生徒会活動
で培った力を学校
生活や学習活動に
生かせる生徒集団
を育成する。 
 
 
 
 
 
②部活動の活性化
を図り、安全面に
配慮した活動や他
者に対する思いや
りのある行動がで
きる力を育成す
る。 
 
③健康や安全に関
する学習活動や支
援を通じ、生徒が
安心して学校生活
を送れる環境を整
える 

①安全に配慮し、
安心して学校行
事、生徒会活動が
できるように工夫
する。行事を上手
に進めることがで
きる生徒リーダー
の育成や責任を持
って取り組むこと
ができる支援をす
る。 
 
②顧問総会や部員
総会で安全面での
配慮や規定順守の
共通理解を図りな
がら支援する。 
 
 
③新型コロナウィ
ルスの２類から５
類への移行に伴う
新しい生活様式を
周囲の状況を見な
がら策定してい
く。 
安全に関する各種
講演会、学習会を
より充実させ生徒
の意識を涵養す
る。 
課題のある生徒の
情報共有と支援を
組織的に実施す
る。 
 
 

①バランスの取れ
た学校行事や生徒
会活動を検討す
る。特に今年度は
体育祭と文化祭の
時期が変更になる
ため、感染防止対
策を再考する。 
 
 
 
②顧問総会や部長
会を定期的に実施
し、主体的に安全
対策や部室管理を
行うよう支援す
る。 
 
 
③「性に関する講
演会」「交通安
全・スマートフォ
ン等の安全に関す
る学習会」「薬物
防止学習会」等、
日常の生徒の課題
を念頭に企画、実
施する。学年団、
教育相談校ディネ
ーター、SC、SSW
が連携しより有機
的な支援を推進す
る。 

①リーダーとなる
生徒が活動のねら
いや感染症対策を
理解し活動した
か。グループと学
年がリーダーの育
成を支援できた
か。 
 
 
 
②部活動での傷病
予防、熱中症予
防、感染症防止対
策を生徒自ら考
え、適した環境を
整備できたか。部
活動運営や地域に
も貢献する意識を
高めることができ
たか。 
 
③講演会、学習会

の実施状況及びア

ンケートによる生

徒の理解が見られ

たか。  

SC、SSW の利用状

況と学校全体での

情報共有と支援の

組織的取り組み状

況が昨年より充実

したか。 
 

①学校行事・生徒会活
動を通して、主体性及
び自他を尊重する態度
の育成という目標に向
けて支援し、リーダー
の育成につなげた。文
化祭・体育祭・球技大
会などの学校行事を、
感染症防止対策を講じ
て進めた。 
 
②顧問総会や部長会を
通して、傷病予防、熱
中症対策、感染症防止
対策を充実させ、安全
面に配慮した活動や運
営を支援した。 
 
 
③性に関する、薬物乱
用防止、自転車安全、
携帯安全に関する講演
会、学習会を実施し
た。 
SC、SSW の利用はそれ
ぞれ90、62回であり、
多くの生徒が活用し
た。サポートドックを
２回実施し、課題のあ
る生徒について、各学
年団と情報を共有し
た。 

①学校行事や部活動
に主体的、積極的に
参加できる状況を更
に支援する。安全に
配慮し、安心して学
校行事・生徒会活動
に取り組めるよう、
生徒を見守る体制を
整備する。 
 
 
②今後も命の尊重、
傷病予防・応急手当
等についての理解を
深められる機会を設
ける。 
 
 
 
③SNS 関連の多様な
内容の学習会を実施
する。 
SC、SSW の活動を整
理し、かながわサポ
ートドッグやいじめ
アンケート等を整理
し計画的に実施す
る。 
 
 

①②学校行事の実施
において感染防止対
策等工夫し、生徒・
保護者にとって有意
義なものであった。
今後も安全に 配慮
し、部活用や委員会
を通じて指導をして
いただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③令和５年度 は、
SC、SSW が週１回配置
され、教育相談体制
の充実が図られた。
また、かながわサポ
ートドックが実施さ
れ、生徒の個に応じ
た指導・支援がきめ
細かく行われた。今
後も制度を活用し教
育相談の一層の充実
をお願いしたい。 

①学校行事・生徒会活動
を通して、主体性及び自
他を尊重する態度の育成
という目標に向けて支援
し、リーダーの育成につ
なげた。文化祭・体育
祭・球技大会などの学校
行事を、感染症防止対策
を講じて進めた。 
 
 
②顧問総会や部長会を通
して、傷病予防、熱中症
対策、感染症防止対策を
充実させ、安全面に配慮
した活動や運営を支援し
た。 
 
 
③性に関する、薬物乱用
防止、自転車安全、携帯
安全に関する講演会、学
習会を実施した。 
SC、SSW の利用はそれぞれ
90、62 回であり、多くの
生徒が活用した。サポー
トドックを２回実施し、
課題のある生徒につい
て、各学年団と情報を共
有した。プッシュ型相談
をいかに充実させるかが
課題である。 

①生徒の環境委員や
交通安全委員等の活
動を充実させ、生徒
主体の意識を高め
る。また、広報 ICT
グループと共に、生
徒の委員会等と大津
小学校との連携を計
画する 

 
 
②定期的に部長会を
開催し、施設使用に
ついてのルールを徹
底させる。 

 
 
 
 

③引き続き SC、SSW
が配置されるので、
特に SSW を効果的に
活用できるよう、教
職員の理解を図るた
めの研修等を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①進路や将来の展

望に対する、自己

の高みを目指した

目標設定及びその

実現への支援を図

る。 

 
②教育情勢を的確
に把握し、適切な
情報の収集と周
知、共有に努める
とともに、組織的
な支援体制を構築
する。 

①学習活動充実の

相乗効果を狙うた

め、その原動力と

なる目標の設定を

支援し実現につな

げる。 

 
②学年ごとに必要
な情報を精査し、
効果的に生徒に伝
授するとともに、
学校全体で情報を
共有する仕組みを
強化し、進路内容
と各教科の学習 
内容のリンクを図
り、指導につなげ
る。 

①アプリ等の利用
も含め模試等のデ
ータ分析結果と展
望を記録させ、軌
跡を確認すること
で自己の成長を実
感させる。 
 
②信頼できる情報
の入手に努め、共
有する場面を増や
す。 

①生徒が自分の向
上を実感し、年度
末に次の「高みを
目指した目標」を
立てられたか。 
 
 
 
②模試分析会や学
年会等の一層の利
用を通し、各教科
の進路指導状況が
他教科や学年にも
伝わったか。 

①可能な限りデータを
一元化した。生徒個々
が、随時利用しやすく
なり、自己分析や目標
設定のサポートとなっ
た。 
 
 
②情報の精選に努め、
入試を折りまく現状を
伝えることができた。
学年、教科の縦横断的
な共有ができた 

①１，２学年のうち
から、自己の目標を
臆せず表明できる自
信を持たせるよう支
援する。 
 
 
 
②理科、地歴公民に
おいて、系統的な進
路指導のより良い方
策を模索する。 

①３年間の計画的な
進路指導により、高
い目標を掲げ、努力
する生徒が増えてき
ており、後輩への励
みになっている。 
 
 
②模擬試験分析会や
業者が配信する情報
等を適切に活用し、
生徒の進路学習を支
援していただ きた
い。 

①進路情報等に関するデ
ータを一元化すること
で、生徒が効果的に活用
し、自己分析や目標設定
のサポートとなった。 
 
 
②情報の精選に努め、入
試を折りまく現状を教職
員が共有し、生徒への指
導・支援に活かすことが
できた。教科ごとの詳細
を充実させていくことが
課題である。 

①３年間を見通した
進路指導を一層充実
させるため、１、２
年生へ最新の進路情
報や卒業生の進路状
況を丁寧に説明す
る。 

 
③教科等横断的に系
統的な進路指導がで
きるよう、有識者の
アドバイスをもらう
機会を設ける。 
 
 
 

４ 地域等との協働 

①生徒に地域の一
員であるという意
識を持たせ地域と
協働することで信
頼される学校づく
りを行う。 
 
 
②「いのちを守
る」ために主体的
に行動する態度の
育成を目指した防
災教育を実践す
る。 

①近隣町内会やＰ
ＴＡ、生徒支援グ
ループと協力し
て、生徒が安心し
て学校生活を送れ
る環境を整える。 
 
 
②主体的に行動す
る態度の育成を目
指した防災教育を
実践する。 

①ＰＴＡ、生徒支
援グループと協働
で、登校時の交通
安全指導、自転車
空気圧点検、ステ
ッカー点検を行う 
 
 
②自主的な避難経
路の確認を複数回
行う。防災備蓄品
の管理場所につい
ての共有を行う。 

①ＰＴＡ、生徒支
援グループと交通
安全指導ができた
か。自転車空気圧
点検、ステッカー
点検を行えたか。 

 
 

②自主的な避難経
路の確認が行えた
か。防災備蓄品に
ついての共有を得
られたか。 

①ＰＴＡ、生徒支援グ
ループと協力して、交
通安全指導を２回、自
転車空気圧点検、ステ
ッカー点検を１回行っ
た。 
 
 
②学年別の訓練を行
い、避難経路を確認し
た。LHR にて、自宅付
近や登校経路の危険個
所を確認した。防災備
蓄品の場所を共有し
た。 
 

①雨天により、自転
車空気圧点検とステ
ッカー点検を、交通
安全指導とは別日程
で行った。予備日を
適切に設定しておく
必要がある。 
 
②全校一斉の訓練が
行えなかったので、
次年度は実施を検討
する。 
防災備蓄品を保管す
る場所の確保が課題
である。 
 

①②ＰＴＡは挨拶運
動、自転車点検等を
とおして学校と連携
が取れた。次 年度
は、町内会と高校が
連携した取り組みを
実現したい。横須賀
市や小学校と連携し
た防災訓練等を地域
から提案したい。 

①ＰＴＡ、生徒支援グル
ープと協力して、交通安
全指導を２回、自転車空
気圧点検、ステッカー点
検を１回行った。予備日
の設定が必要であった。 
 
 
②学年別の訓練を行い、
避難経路を確認した。LHR
にて、自宅付近や登校経
路の危険個所を確認し
た。防災備蓄品の場所を
共有した。 
 

①ＰＴＡと連携した
交通安全指導、自転
車空気圧点検、ステ
ッカー点検について
は、雨天プログラム
を工夫する 

 
 
②全校一斉の防災訓
練を実施する。町内
会と連携した防災訓
練等を計画する。ま
た、活動支援グルー
プと共に、生徒の委
員会等と大津小学校
との連携を計画す
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①施設、設備の管
理を徹底し、生徒
の学習環境をより
向上させる。 
 
 
 
②学校全体で校内
美化に取り組み、
生徒自身に環境整
備に参画する意識
を持たせる。 
 
 
 

①施設・設備の日
常点検を行い、必
要に応じて改善や
修理を進め、生徒
の学習環境向上を
図る。 
 
②環境整備活動を
多く設定し、環境
に対する生徒の意
識を高め、日常の
清掃をはじめとす
る美化活動に積極
的に取り組む態度
を育成する。 

①安全で使いやす
い学習環境を整え
るために、日常的
に点検を行い、修
理や改善、物品の
補充等を適切に行
う。 
 
②日常の清掃活
動、私物の管理整
頓、ごみの持ち帰
り、環境委員によ
る校内外の清掃活
動を実施する。 

①定期的な施設・
設備の日常点検を
行い、修理や改善
を適切に行えた
か。 
 
 
 
②校内の清掃状況
や生徒の私物の整
理状況が改善され
たか。 
環境委員の活動状
況と校内外のごみ
の状況が改善され
たか。 

①定期的に施設・設備
の日常点検を行い、修
理や改善を適切に行っ
た。必要に応じて靴
箱、机等を更新した。 
 
②生徒・教職員の役割
分担を作成し、ごみの
持ち帰りを基本とする
清掃を実施した。 
環境委員による校外清
掃やごみ箱設置に関す
る意見集約や検討を行
った。 

①購入した机や椅子
の保管場所の確保が
課題である。 
 
 
 
 
②校内美化に関する
生徒の意識をさらに
深める。特にごみの
分別の徹底と生徒、
教員の理解を深め
る。 
新しいトイレの清掃
方法の周知徹底や清
掃分担の見直しを行
う。 

①②３年間にわたっ
て行われたトイレ改
修工事により、生徒
の学校生活環境が改
善された。創立120周
年を迎えるにあたり
まなびや基金やガバ
メントクラウドファ
ンディンングの活用
等準備に尽力されて
いる点は評価 でき
る。教職員や PT 等協
力して環境整備を進
めていただきたい。 

① 定期的に施設・設備の
点検を行い、修理や改
善を適切に行った。創
立 120 周年を迎えるに
あたり、今後は中庭の
整備を進める。 

 
②生徒・教職員の役割分
担を作成し、ごみの持ち
帰りを基本とする清掃を
実施した。 
環境委員による校外清掃
やごみ箱設置に関する意
見集約や検討を行った。 

①120 周年準備委員
会（仮名称）を立ち
上げ、施設整備の計
画をたてる。 

 
 
 
②引き続き清掃指導
を行い、特にトイレ
清掃の方法を周知し
分担の見直しを行う
する。環境整備を行
う。 

 

 


